
【
論
文
要
約
】

二
〇
一
六
年

明
治
初
期
和
文
教
科
書
の
生
成

―

『
本
朝
文
範
』
を
中
心
に

―

信

木

伸

一
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（
１
）
本
研
究
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と

近
代
中
学
校
国
語
教
科
書
の
最
初
期
の
も
の
と
し
て
稲
垣
千
穎
・
松
岡
太
愿
編
『
本
朝
文
範
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
教
材
化
の
営
為
を
分
析
し
て
、
明
治
教
育
制
度
の
草
創

期
、
前
近
代
の
ど
の
よ
う
な
言
語
文
化
を
ど
の
よ
う
に
加
工
を
す
る
こ
と
で
い
か
な
る
「
普
通
文
」
教
育
の
創
成
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
本
和
文
教
科
書
を

前
近
代
か
ら
近
代
へ
の
言
語
文
化
教
育
史
の
中
で
位
置
づ
け
た
。
各
章
の
展
開
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
「
１

所
収
教
材
概
観
」
、「
２

教
材
本
文
の
検
討
」
、「
３

教
材
化
１
―
読
む
た
め
の
教
科
書
と
し
て
」
、「
４

教
材
化
２
―
書
く
た
め
の
教
科
書
と
し
て
の
」
の
各
章

を
通
じ
て
、『
本
朝
文
範
』
に
お
け
る
、
近
世
言
語
文
化
か
ら
の
継
承
と
近
代
教
育
の
教
科
書
と
し
て
の
創
出
を
明
ら
か
に
し
た
。

②
「
５

『
本
朝
文
範
』
後
の
展
開
」
の
章
で
は
、
先
ず
稲
垣
編
集
教
科
書
、『
本
朝
文
範
』
か
ら
『
和
文
読
本
』
、『
読
本
』
へ
ど
の
よ
う
な
変
遷
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に

し
た
。
次
に
、『
本
朝
文
範
』
が
創
出
し
た
こ
と
が
以
後
の
中
学
校
読
本
教
科
書
、
作
文
教
科
書
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を
行
い
、
近
代

教
科
書
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、『
本
朝
文
範
』
か
ら
後
の
教
科
書
へ
の
継
承
事
象
の
変
容
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
近
代
言
語
文
化
教
育
の
史
的
展
開

の
相
を
明
ら
か
に
し
た
。

③
「
６

「
普
通
文
」
史
の
中
の
『
本
朝
文
範
』」
の
章
で
は
、
稲
垣
が
開
い
た
「
普
通
文
」
へ
の
端
緒
が
、
後
の
教
科
書
や
「
普
通
文
」
論
に
お
け
る
「
普
通
文
」
を
め
ぐ
る

試
行
と
ど
の
よ
う
な
位
相
に
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

各
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
以
下
の
通
り
。

序

本
研
究
の
問
題
を
設
定
し
、『
本
朝
文
範
』
成
立
に
関
わ
る
政
策
・
教
科
書
及
び
言
語
文
化
状
況
を
確
認
し
た
。

・
明
治
一
四
年
「
中
学
校
教
則
大
綱
」
に
よ
っ
て
成
立
し
た
和
漢
文
科
の
ね
ら
い
と
性
格
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
て
、『
本
朝
文
範
』
成
立
の
背
景
を
確
認
し
た
。

・
先
行
研
究
を
も
と
に
明
治
期
中
学
校
国
語
の
教
科
書
及
び
政
策
の
展
開
を
確
認
し
、『
本
朝
文
範
』
も
ま
た
「
普
通
文
」
教
育
の
一
環
と
し
て
あ
っ
た
と
し
た
。

・
明
治
期
に
入
っ
て
階
級
や
地
方
に
よ
る
言
語
の
相
違
が
問
題
と
な
り
、
ま
た
そ
れ
ま
で
公
的
な
文
体
の
位
置
を
占
め
て
い
た
漢
文
や
漢
文
訓
読
体
へ
の
嫌
悪
感
が
加
わ
っ
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て
、「
普
通
文
」
を
教
え
る
教
科
書
が
希
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、『
本
朝
文
範
』
成
立
が
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
諸
言
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
前
夜
の
出

来
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

１

所
収
教
材
概
観

『
本
朝
文
範
』
の
教
材
選
定
と
配
列
に
つ
い
て
、
近
世
言
語
文
化
か
ら
の
脈
絡
と
近
代
教
科
書
と
し
て
の
意
図
を
検
討
し
た
。

１
―
１

教
材
選
定
の
思
想

『
本
朝
文
範
』
が
、
ど
の
時
代
の
文
章
を
教
材
と
し
て
採
用
し
た
か
に
つ
い
て
、
緒
言
に
表
さ
れ
た
各
時
代
の
文
章
に
つ
い
て
の
評
価
を
ふ
ま
え
て
確
認
し
た
。『
本
朝

文
範
』
の
教
材
は
、
中
古
文
と
近
世
文
の
二
系
統
あ
り
、
文
種
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
用
途
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
傾
向
を
確
認
し
た
。

１
―
２

教
材
選
定
に
お
け
る
近
世
叢
書
と
の
関
連
性

『
本
朝
文
範
』
の
先
行
テ
ク
ス
ト
を
う
か
が
う
た
め
、『
本
朝
文
範
』
に
採
用
さ
れ
た
教
材
が
、
近
世
以
降
の
主
要
な
叢
書
類
に
ど
の
よ
う
に
存
在
す
る
の
か
を
調
査
し

た
。

教
材
（
和
歌
小
序
を
除
く
全
体
の
約

％
）
に
つ
い
て
『
扶
桑
残
葉
集
』
等
の
叢
書
と
の
関
係
を
見
出
し
た
。
ま
た
、「
消
息
類
」
教
材
は
近
世
の
叢
書
と
の
類
縁

53

56

性
が
特
に
強
く
、
物
語
内
消
息
文
を
雅
文
消
息
手
本
と
し
て
集
成
し
た
近
世
の
著
述
『
消
息
文
例
』『
消
息
案
文
』『
紫
文
消
息
』
を
教
材
選
定
の
参
考
資
料
と
し
た
こ
と

を
確
認
し
た
。『
本
朝
文
範
』
採
録
教
材
と
叢
書
類
抄
録
文
と
の
重
複
は
、
本
和
文
教
科
書
の
編
集
が
国
学
と
言
う
ば
か
り
で
は
な
く
広
く
近
世
の
読
書
空
間
と
の
連
続
性

を
も
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

１
―
３

教
材
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
と
配
列

『
本
朝
文
範
』
に
お
け
る
「
文
類
」
に
つ
い
て
、
近
世
の
和
漢
文
の
記
述
か
ら
そ
の
定
義
を
試
み
つ
つ
近
世
と
の
つ
な
が
り
を
探
り
、
明
治
の
時
代
に
教
育
が
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
た
文
章
の
範
囲
を
と
ら
え
た
。
近
世
以
前
の
特
に
和
文
集
の
「
文
類
」
意
識
を
元
に
し
つ
つ
新
た
な
編
目
を
加
え
、
明
治
「
普
通
文
」
の
全
体
像
を
言
語
教

育
の
場
に
提
示
し
よ
う
と
し
た
と
位
置
づ
け
た
。

２

教
材
本
文
の
検
討

教
材
本
文
が
い
か
に
検
討
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
、
近
世
言
語
文
化
か
ら
の
脈
絡
と
近
代
教
科
書
と
し
て
の
意
図
を
考
察
し
た
。

２
―
１

本
文
の
決
定

『
本
朝
文
範
』
教
材
の
出
典
と
し
て
最
も
多
い

教
材
が
採
ら
れ
て
い
る
『
源
氏
物
語
』
お
よ
び
本
居
宣
長
教
材
を
取
り
上
げ
、
近
世
の
諸
テ
ク
ス
ト
と
比
較
す
る
こ

22
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と
で
、
教
材
本
文
を
決
め
て
い
く
と
い
う
営
み
の
一
端
を
探
っ
た
。

結
果
、『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
近
世
注
釈
書
を
校
合
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
と
い
う
結
論
を
得
た
。
ま
た
、
本
居
宣
長
教
材
に
つ
い
て
は
、
叢
書
や
注
釈
書
を
教

材
選
択
の
参
考
に
し
た
と
し
て
も
、
本
文
は
元
の
出
典
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
う
結
論
を
得
た
。

２
―
２

教
材
化
に
と
も
な
う
改
訂

頭
注
に
底
本
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
『
枕
草
子
』
三
教
材
に
つ
い
て
、
底
本
と
教
材
本
文
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
以
下
五
点
の
教
材
化
の
工
夫
を
取
り
出
し
た
。

（
１
）
本
文
校
訂
…
誤
植
、
脱
字
と
判
定
で
き
る

箇
所
を
除
き
、
基
本
的
に
は
底
本
を
尊
重
し
て
い
る
。

2

（
２
）
段
落
…
『
群
書
類
従
』
や
『
春
曙
抄
』
を
参
考
に
し
つ
つ
、
段
落
の
標
を
付
す
こ
と
で
、
文
章
構
成
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。『
本
朝
文
範
』
で
新
た
な
段
落
構
成

解
釈
を
行
っ
た
例
を
認
め
た
。

（
３
）
仮
名
表
記
・
漢
字
表
記
…
平
仮
名
か
ら
漢
字
へ
の
変
更

字
、
漢
字
か
ら
平
仮
名
へ
の
変
更

字
。
假
字
の
多
い
文
を
意
味
が
取
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
改
良
し

39

12

て
い
る
。
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
箇
所
は
、
假
名
で
意
味
を
と
れ
る
所
で
あ
る
。

（
４
）
仮
名
遣
…
楫
取
魚
彦
『
古
言
梯
』
に
則
っ
た
歴
史
的
仮
名
遣
へ
の
統
一
的
改
訂
を
確
認
。

（
５
）
句
読
点
…
枕
草
子
教
材
の
底
本
本
文
と
の
比
較
で
、
句
読
点
に
相
当
す
る
標
の
加
点
、
削
除
を
確
認
し
た
。
意
味
の
と
り
や
す
い
本
文
を
作
る
方
向
で
、
ま
た
編

者
の
解
釈
を
加
え
て
編
集
し
て
い
る
。

２
―
３

仮
名
遣
い
の
統
一

『
本
朝
文
範
』
教
材
の
内
『
源
氏
物
語
』
を
教
材
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
定
家
本
と
仮
名
遣
い
を
比
較
し
、
契
冲
の
歴
史
的
仮
名
遣
を
引
き
継
い
だ
楫
取
魚
彦
『
古

言
梯
』
に
則
っ
た
歴
史
的
仮
名
遣
へ
の
統
一
的
改
訂
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

３

教
材
化
１
―
読
む
た
め
の
教
科
書
と
し
て

読
む
た
め
の
教
材
化
の
工
夫
を
析
出
し
、
そ
の
機
能
を
検
討
し
た
。

３
―
１

文
章
理
解
の
た
め
の
「
標
」
の
工
夫

『
本
朝
文
範
』
の
各
種
の
「
標
」
に
つ
い
て
、
近
世
の
注
釈
書
『
源
氏
物
語
評
釈
』
の
「
標
」
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
近
代
教
科
書
と
し
て
の
新
た
な
工
夫
を
加
え
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
標
は
、
以
下
六
種
の
機
能
に
分
類
で
き
た
。
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（
１
）
内
容
の
ま
と
ま
り
を
示
す
標

（
２
）
表
現
の
構
造
を
示
す
標

（
３
）
言
外
の
言
葉
を
補
う
標

（
４
）
表
現
の
要
と
な
る
語
句
を
示
す
標

（
５
）
和
歌
の
修
辞
を
教
え
る
標

（
６
）
音
読
上
の
読
み
方
の
標

３
―
２

漢
字
の
利
用

『
本
朝
文
範
』
と
『
源
氏
物
語
評
釈
』
と
を
比
較
し
て
、
傍
注
漢
字
の
使
わ
れ
方
を
析
出
し
た
。
結
果
は
、
次
の
四
点
。

ａ
『
評
釈
』
の
傍
注
漢
字
が
『
本
朝
文
範
』
で
も
使
用
さ
れ
る
場
合
、
本
文
は
和
語
。

ｂ
『
評
釈
』
の
傍
注
漢
字
部
分
に
『
本
朝
文
範
』
が
傍
注
を
施
さ
な
い
場
合
が
あ
る
。

ｃ
異
な
る
傍
注
漢
字
に
変
更
さ
れ
る
場
合
、
漢
字
に
よ
る
意
義
訓
で
あ
る
こ
と
が
多
い
（
通
用
漢
字
表
記
「
あ
（
飽
）
か
ず
」
を
漢
語
「
熑

然
」
と
す
る
な
ど
）。

ｄ
『
評
釈
』
の
カ
タ
カ
ナ
傍
注
訳
箇
所
に
つ
い
て
、『
本
朝
文
範
』
が
傍
注
漢
字
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

両
者
の
漢
字
傍
注
箇
所
が
多
く
一
致
す
る
こ
と
か
ら
『
本
朝
文
範
』
が
『
評
釈
』
を
直
接
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
右
の
相
違
点
は
『
本
朝
文
範
』
独
自

の
教
材
化
の
方
針
を
窺
わ
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
本
朝
文
範
』
の
傍
注
漢
字
は
、
以
下
の
三
種
に
分
類
で
き
た
。

Ａ

慣
例
的
漢
字
表
記
の
傍
記

…
『
評
釈
』
の
範
囲
内
の
も
の
（
『
湖
月
抄
』
同
）

Ｂ

漢
字
で
意
義
を
示
す
傍
記

…
『
評
釈
』
に
散
見
さ
れ
る
が
『
本
朝
文
範
』
で
よ
り
広
範
に
行
わ
れ
て
い
る
（
相
違
点
ｃ
ｄ
）

Ｃ

特
定
の
漢
詩
文
な
ど
典
拠
に
結
び
つ
い
た
漢
字
傍
記

…
『
本
朝
文
範
』
で
新
た
に
構
え
ら
れ
た
教
材
化
の
方
針

近
世
の
注
釈
書
の
考
え
方
と
方
法
の
延
長
に
『
本
朝
文
範
』
教
材
化
に
際
し
て
行
わ
れ
た
傍
注
漢
字
の
工
夫
が
あ
る
こ
と
、
た
だ
し
、『
源
氏
物
語
評
釈
』
に
対
し
て
、

よ
り
積
極
的
に
漢
字
意
義
訓
を
使
っ
た
『
本
朝
文
範
』
は
、
よ
り
高
度
な
知
識
レ
ベ
ル
を
想
定
し
た
教
科
書
編
集
を
行
っ
た
の
で
あ
り
、
漢
字
学
習
と
の
接
点
が
よ
り
強

固
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

４

教
材
化
２
―
書
く
た
め
の
教
科
書
と
し
て
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作
文
の
た
め
の
教
材
化
の
工
夫
を
析
出
し
、
そ
の
機
能
を
検
討
し
た
。

４
―
１

要
語
へ
の
注
目

―
近
世
か
ら
明
治
教
科
書
へ

『
本
朝
文
範
』
の
文
章
の
要
と
な
る
表
現
に
付
さ
れ
た
「
旨
趣
」
の
標
と
『
源
氏
物
語
評
釈
』
に
お
け
る
「
眼
目
の
語
の
標
」
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、『
評
釈
』
の
「
眼

目
の
語
」
が
ど
の
よ
う
な
場
面
と
し
て
読
む
の
か
と
い
う
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
本
朝
文
範
』
に
お
け
る
〝
旨
趣
の
標
〟
は
、
何
を
取
り
上
げ
て
そ
れ
を

ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
表
現
す
る
か
と
い
う
具
体
例
を
取
り
立
て
、
表
現
に
つ
い
て
教
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
析
出
し
た
。

４
―
２

書
く
た
め
の
要
語

―
同
時
代
教
科
書
と
の
位
相

こ
の
時
代
の
和
文
、
漢
文
両
系
統
の
教
科
書
に
お
い
て
、
教
材
を
文
章
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
相
を
、
〝
標
〟
の
使
用
を
中
心
に
確
認
し
た
。

『
本
朝
文
範
』
と
小
中
村
清
矩
・
中
村
秋
香
編
『
日
用
文
鑑
』（
明
治
一
七
年
）
に
お
け
る
〝
旨
趣
の
標
〟
の
使
わ
れ
方
を
比
較
し
、『
日
用
文
鑑
』
の
標
が
段
落
の
内

容
を
ま
と
め
た
部
分
と
い
う
意
味
で
の
要
旨
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
本
朝
文
範
』
の
標
が
文
章
の
テ
ー
マ
に
則
し
た
中
心
と
な
る
概
念
を
示
し
て
読
み
の
技
法
を
教
え
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
析
出
し
た
。

４
―
３

文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
即
し
た
要
語

『
本
朝
文
範
』
の
「
文
類
」
ご
と
の
使
用
例
を
分
析
し
て
、
こ
の
文
種
で
こ
の
用
向
き
の
文
章
を
書
く
際
に
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
事
象
を
と
ら
え
て
書
く
と
い
う
表

現
上
の
要
語
を
示
し
た
と
こ
ろ
に
創
意
が
あ
る
こ
と
を
析
出
し
た
。

４
―
４

文
章
の
方
法

『
本
朝
文
範
』
緒
言
で
「
文
の

義

の
さ
だ
」
と
し
て
示
さ
れ
た
文
章
の
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
『
源
氏
物
語
評
釈
』
総
論
下
「
頭
書
評
釈
凡
例
」
を
基
に
し
た
こ
と

コ
ヽ
ロ

を
確
か
め
、「
文
話
」
の
文
章
法
が
作
文
（
「
普
通
文
」）
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
萌
芽
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

４
―
５

文
章
の
軌
範

『
本
朝
文
範
』
に
お
け
る
文
章
規
範
の
要
素
を
、
緒
言
や
頭
注
か
ら
探
っ
た
。

５

『
本
朝
文
範
』
そ
の
後

『
本
朝
文
範
』
が
近
代
教
科
書
と
し
て
創
り
出
し
た
も
の
が
、
以
後
の
教
科
書
で
ど
の
よ
う
に
継
承
、
変
形
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検
証
し
た
。

５
―
１

『
本
朝
文
範
』
か
ら
『
和
文
読
本
』、『
読
本
』
へ
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『
本
朝
文
範
』
の
中
古
文
・
近
世
文
か
ら
『
和
文
読
本
』
の
中
世
文
・
近
世
文
へ
、『
読
本
』
の
近
世
文
へ
と
出
典
の
時
代
に
よ
る
教
材
選
定
の
変
遷
が
あ
る
。
そ
の
展

開
の
中
で
、
稲
垣
自
身
の
「
普
通
文
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
教
材
に
即
し
た
分
析
を
も
と
に
検
討
し
た
。

（
１
）
教
材
選
定
と
配
列
の
変
遷

『
本
朝
文
範
』
と
『
和
文
読
本
』『
読
本
』
に
お
け
る
教
材
選
定
方
針
及
び
教
材
の
配
列
を
比
較
し
て
、
稲
垣
の
「
試
行
錯
誤
」
の
内
実
を
確
認
し
た
。

（
２
）
教
材
化
の
工
夫
の
変
遷

『
本
朝
文
範
』
と
『
和
文
読
本
』『
読
本
』
に
お
け
る
教
材
化
の
工
夫
を
比
較
し
て
、
稲
垣
の
「
試
行
錯
誤
」
の
内
実
を
確
認
し
た
。

（
３
）
ま
と
め
―
稲
垣
に
お
け
る
変
遷

『
本
朝
文
範
』
出
版
後
、
稲
垣
が
明
治
の
文
章
の
基
盤
と
し
よ
う
と
し
た
雅
文
は
難
し
過
ぎ
る
と
い
う
認
識
が
生
起
し
、
平
易
化
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
の
や
む
を
得
ぬ

変
容
が
あ
っ
た
。『
本
朝
文
範
』
で
中
古
文
と
近
世
文
が
各
々
半
数
で
あ
っ
た
所
か
ら
、『
和
文
読
本
』
で
は
全
教
材
の
八
割
強
と
な
る
中
世
文
を
中
心
に
近
世
文
を
交
え
、

『
読
本
』
で
は
近
世
の
実
用
文
の
み
に
と
編
集
方
針
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、
明
治
の
人
々
に
分
か
り
易
い
文
体
の
教
材
へ
の
移
行
で
あ
っ
た
と
意
味
づ
け
た
。

「
普
通
文
」
の
創
出
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、『
読
本
』
凡
例
で
は
、
自
ら
選
定
し
た
教
材
文
を
現
今
通
用
す
る
資
源
と
見
て
お
り
、
こ
う
し
た
実
用
文
と
し
て
の
「
普

通
文
」
と
い
う
認
識
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
が
、『
本
朝
文
範
』
か
ら
大
き
く
変
容
し
た
部
分
で
あ
る
と
意
味
づ
け
た
。

『
読
本
』
で
漢
文
書
き
下
し
教
材
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
漢
文
学
習
と
の
脈
絡
を
付
け
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
へ
の
脈
絡
が
潜
む
こ

と
を
指
摘
し
た
。

中
古
文
の
通
じ
難
さ
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
評
釈
』
で
す
で
に
認
知
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
教
科
書
と
し
て
の
『
本
朝
文
範
』
に
お
い
て
は
学
ぶ
主
体
の
実

態
に
応
じ
る
必
要
が
生
じ
、
こ
こ
に
一
部
の
知
識
人
を
対
象
と
し
た
近
世
注
釈
と
近
代
公
教
育
の
教
科
書
と
の
決
定
的
な
目
標
の
差
が
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の

点
を
稲
垣
が
平
易
化
へ
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
根
源
的
な
要
因
と
意
味
づ
け
た
。

５
―
２

明
治
期
中
学
校
読
本
教
科
書
に
お
け
る
『
本
朝
文
範
』・
『
和
文
読
本
』
教
材

『
本
朝
文
範
』
及
び
『
和
文
読
本
』
教
材
に
つ
い
て
、
後
の
中
学
校
読
本
教
科
書
へ
の
継
承
使
用
を
確
認
し
、「
普
通
文
」
の
資
源
と
し
て
の
活
用
状
況
を
探
っ
た
。

継
承
の
状
況
は
、『
本
朝
文
範
』
緒
言
中
の
近
世
文
批
評
部
分
の
教
材
化
や
『
本
朝
文
範
』
採
録
教
材
の
再
録
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
継
承
は
そ
れ

ぞ
れ
に
変
容
を
伴
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
明
治
期
「
普
通
文
」
概
念
の
変
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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５
―
３

明
治
期
中
学
校
作
文
教
科
書
に
お
け
る
『
本
朝
文
範
』
教
材

『
本
朝
文
範
』
採
録
教
材
の
後
の
中
学
校
作
文
教
科
書
に
お
け
る
継
承
と
そ
の
改
変
の
様
相
を
確
認
し
、「
普
通
文
」
観
念
の
変
化
の
一
端
を
う
か
が
っ
た
。「
文
類
」

編
成
を
継
承
し
た
も
の
や
、『
本
朝
文
範
』
教
材
を
文
章
の
趣
向
や
修
辞
技
法
な
ど
高
度
な
ス
キ
ル
を
教
え
る
際
の
資
源
と
し
て
再
録
し
た
も
の
が
確
認
さ
れ
た
。『
本
朝

文
範
』
か
ら
の
直
接
の
影
響
関
係
が
指
摘
で
き
る
も
の
も
確
認
で
き
た
。

『
本
朝
文
範
』
が
教
材
化
の
際
に
注
と
し
て
補
っ
た
言
外
の
こ
と
ば
が
本
文
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
事
例
は
、「
普
通
文
」
の
表
現
と
し
て
の
発
展
と
と
ら
え
た
。

『
本
朝
文
範
』
教
材
を
使
っ
て
文
体
を
二
通
り
に
改
作
す
る
事
例
で
は
、『
本
朝
文
範
』
で
旨
趣
と
さ
れ
た
こ
と
ば
が
改
作
し
て
も
使
う
べ
き
中
心
的
な
こ
と
ば
と
し
て

認
定
さ
れ
て
お
り
、
旨
趣
を
表
す
こ
と
ば
を
意
識
し
て
文
章
を
書
く
と
い
う
方
法
に
お
い
て
共
通
点
が
確
認
で
き
た
。
和
文
体
・
漢
文
体
と
い
う
旧
来
の
も
の
を
使
い
な

が
ら
、
言
葉
豊
富
に
詳
細
に
情
報
を
補
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
、
普
く
通
じ
る
た
め
の
発
展
的
な
展
開
を
指
摘
し
た
。

６

「
普
通
文
」
史
の
中
の
『
本
朝
文
範
』

「
普
通
文
」
を
め
ぐ
る
言
語
的
葛
藤
の
諸
相
と
そ
の
展
開
を
と
ら
え
、『
本
朝
文
範
』
の
営
為
の
位
相
を
う
か
が
っ
た
。

６
―
１

中
学
校
教
科
書
に
お
け
る
「
普
通
文
」
と
『
本
朝
文
範
』

本
節
で
は
、
中
学
校
読
本
教
科
書
及
び
作
文
教
科
書
に
お
け
る
「
普
通
文
」
を
め
ぐ
る
言
語
的
葛
藤
の
諸
相
と
そ
の
展
開
を
抽
出
し
、『
本
朝
文
範
』
に
お
け
る
営
為
と

の
位
相
を
検
討
し
た
。

６
―
１
―
１

中
学
校
読
本
教
科
書
に
お
け
る
「
普
通
文
」

明
治
期
読
本
教
科
書
に
お
い
て
、「
普
通
文
」
と
す
る
文
体
は
様
々
に
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
様
相
を
確
認
し
た
。

『
読
本
』
と
同
じ
明
治
十
七
年
の
小
中
村
清
矩
・
中
村
秋
香
『
日
用
文
鑑
』
も
『
読
本
』
同
様
、
近
世
文
の
み
の
構
成
。
明
治
二
六
年
の
中
村
秋
香
『
中
等
国
語
読

本
』
は
、
近
世
文
か
ら
始
ま
っ
て
中
世
文
へ
、
さ
ら
に
中
古
文
へ
と
易
か
ら
難
へ
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
数
も
均
等
に
選
ん
で
い
る
。
翌
二
七
年
の
石
田
道
三

郎
『
新
撰
国
文
』
は
、
中
古
文
を
掲
載
せ
ず
今
文
を
多
く
採
用
し
た
。
翌
二
八
年
の
新
保
磐
次
『
中
学
国
文
読
本
』
で
は
、
中
古
文
が
他
よ
り
少
な
い
な
が
ら
採
用
さ

れ
、
今
文
に
編
者
の
自
作
を
教
材
と
し
て
掲
載
。
た
だ
し
、
石
田
『
新
撰
国
文
』
に
せ
よ
新
保
『
中
学
国
文
読
本
』
に
せ
よ
、
今
文
を
掲
載
し
た
と
は
言
え
、「
普
通
文
」

資
源
の
初
学
用
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
明
治
二
七
年
の
石
田
道
三
郎
『
新
撰
国
文
』（
教
育
書
房
）
で
今
文
が
登
場
す
る
ま
で
は
、
近
世
文
を
中
心
に
中
世
文
を

交
え
た
も
の
が
「
普
通
文
の
模
範
」
と
な
っ
て
い
る
。『
新
撰
國
文
』
以
後
も
、「
普
通
文
の
模
範
」
が
近
世
文
が
中
心
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
明
治
三
二
年
の
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落
合
直
文
『
中
等
國
文
讀
本
』
検
定
本
（
訂
正
六
版
、
明
治
書
院
）
や
明
治
三
五
の
鹽
井
正
男
・
大
町
芳
衛
『
國
語
新
讀
本
』（
普
及
社
）
の
よ
う
な
言
文
一
致
体
と
呼

し

お

い

よ

し

え

称
す
る
文
章
を
取
り
あ
げ
る
教
科
書
の
出
現
し
て
き
て
も
、
近
世
文
を
中
心
と
し
て
文
語
文
を
文
章
の
手
本
と
す
る
こ
と
は
存
続
し
て
い
く
。
明
治
四
〇
年
の
上
田
万

年
『
中
學
國
語
讀
本
』（
大
日
本
圖
書
）
で
は
、
近
世
文
と
並
ん
で
「
普
通
文
」
の
分
類
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

６
―
１
―
２

中
学
校
作
文
教
科
書
に
お
け
る
「
普
通
文
」

明
治
期
作
文
教
科
書
に
お
け
る
「
普
通
文
」
へ
の
取
り
組
み
の
様
相
を
確
認
し
た
。

明
治
二
八
年
の
下
森
来
『
記
事
論
説
中
等
作
文
教
科
書
』、
同
二
九
年
の
千
葉
茂
樹
『
文
法
活
法
中
等
作
文
教
科
書
』
が
自
作
の
教
材
を
載
せ
て
い
る
が
、
教
材
と
し

た
い
「
普
通
文
」
文
体
の
適
切
な
文
章
が
十
分
に
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
。
明
治
三
二
年
の
武
安
衛
『
中
等
教
育
新
編
作
文
書
』
で
は
、
方
言
や
社
会
階
層
が
異
な
る

こ
と
で
言
葉
が
通
じ
な
い
言
語
文
化
状
況
の
中
、
言
文
一
致
の
具
体
は
見
通
せ
ず
、
記
事
、
叙
事
、
解
説
、
議
論
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
の
簡
約
な
文
語
に
よ
る
「
普

通
文
」
の
必
要
性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
三
の
木
島
繁
太
郎
・
松
川
久
次
郎
・
末
永
安
太
郎
『
新
編
作
文
書
』
に
は
、「
普
通
文
」
は
未
だ
試
行
の
段
階
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
。
明
治
三
四
の
堀
江
秀
雄
『
中
學
作
文
教
科
書
』
は
、
言
文
一
致
の
必
要
性
を
述
べ
な
が
ら
も
「
そ
れ
よ
り
先
に
務
む
べ
き
事
は
國
語
の
統
一
」
で

あ
る
と
し
て
、
現
今
の
漢
文
系
統
、
和
文
系
統
、
欧
文
直
訳
系
統
そ
れ
ぞ
れ
の
「
普
通
文
」
文
体
に
つ
い
て
現
状
を
批
判
し
つ
つ
、
平
易
な
表
現
で
分
か
り
や
す
く
正

し
い
文
法
で
語
句
を
正
し
い
意
味
で
用
い
る
「
普
通
文
」
を
説
い
た
。
明
治
三
九
年
の
古
谷
知
新
『
中
等
作
文
教
科
書
』
は
、
擬
古
文
体
や
漢
文
訓
読
体
や
欧
文
直
訳

体
で
は
な
い
、
漢
語
表
現
を
取
り
入
れ
て
簡
潔
に
し
た
実
用
的
で
平
易
な
「
普
通
文
体
」
を
提
唱
し
た
が
、
そ
の
例
文
は
近
世
の
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
四
一
年
の
友

田
冝
剛
『
中
等
作
文
教
本
』
で
は
、「
普
通
文
」
の
語
彙
は
現
時
の
文
語
ほ
ど
の
意
味
で
、
便
宜
用
の
概
念
で
定
義
が
定
ま
ら
な
い
状
況
が
う
か
が
え
る
。
明
治
四
二
年

の
上
田
万
年
『
中
等
教
科
作
文
法
』
で
は
「
普
通
文
」
を
「
口
語
文
」
、「
候
文
」
と
並
べ
て
分
類
し
て
い
る
。
大
正
一
三
年
の
高
木
武
『
中
等
作
文
教
本
』
で
は
「
普

通
文
」
と
い
う
語
彙
を
用
い
な
い
。「
普
通
文
」
と
言
わ
な
い
の
は
「
文
體
ニ
就
キ
テ
ハ
文
語
文
ヲ
主
ト
シ
口
語
文
ヲ
併
セ
課
ス
ヘ
シ
」
と
し
た
明
治
四
四
年
「
中
学
校

教
授
要
目
改
正
」
を
受
け
て
の
枠
組
み
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
言
語
文
化
状
況
と
し
て
、
普
く
通
す
る
文
体
と
し
て
の
口
語
文
が
そ
の
使
用
を
拡
げ
て
い
く
な
か
で
、

口
語
文
に
対
す
る
文
語
文
と
呼
ぶ
方
が
特
徴
を
と
ら
え
や
す
い
状
況
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

６
―
１

ま
と
め

『
本
朝
文
範
』
は
、
正
し
い
言
葉
使
い
で
書
か
れ
て
い
る
格
調
・
情
調
に
優
れ
た
文
章
を
模
範
と
し
て
示
し
、
そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
理
解
す
る
た
め
の
工
夫
を
施

し
た
。
そ
の
後
、
稲
垣
は
、
中
古
文
や
近
世
擬
古
文
の
難
し
さ
ゆ
ゑ
に
、『
和
文
読
本
』
で
は
中
世
文
を
取
り
入
れ
、『
読
本
』
で
は
初
学
用
に
平
明
で
実
用
的
な
近
世
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文
を
教
材
と
し
た
。
正
し
い
言
葉
使
い
で
書
か
れ
て
い
る
格
調
・
情
調
に
優
れ
た
文
語
の
文
章
を
目
指
し
た
の
は
後
の
読
本
教
科
書
・
作
文
教
科
書
も
同
じ
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
稲
垣
に
お
け
る
教
材
の
平
易
化
へ
の
展
開
は
、
初
学
段
階
で
普
く
通
じ
易
い
実
用
的
な
文
体
の
習
得
を
求
め
た
後
の
教
科
書
の
編
集
方
針
と
し
て
引
き
継
が

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

６
―
２

「
普
通
文
」
を
め
ぐ
る
言
語
文
化
状
況
と
『
本
朝
文
範
』

「
普
通
文
」
論
の
展
開
を
中
心
に
、「
普
通
文
」
を
め
ぐ
る
言
語
文
化
状
況
の
中
で
、『
本
朝
文
範
』
の
試
み
が
い
か
な
る
位
相
を
あ
る
の
か
を
確
認
し
た
。

①
矢
野
文
雄
『
日
本
文
体
文
字
新
論
』（
明
治
一
八
年
）

矢
野
が
提
唱
す
る
「
両
文
体
」
の
方
法
は
、
和
文
に
傍
注
漢
字
を
施
し
た
『
本
朝
文
範
』
と
、
漢
字
と
仮
名
と

を
併
用
が
分
か
り
や
す
い
と
い
う
気
付
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
共
通
し
て
い
る
。
近
世
ま
で
の
文
を
資
源
と
し
て
『
本
朝
文
範
』
に
お
け
る
教
材
化
の
諸
工
夫
を

参
考
に
し
て
本
文
を
改
め
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
矢
野
が
模
索
し
た
「
普
通
文
」
の
形
に
近
づ
い
て
い
く
。
た
だ
し
使
用
語
彙
に
関
わ
っ
て
、
矢
野
は
、
仮
名
の

み
を
使
う
と
自
ず
と
擬
古
的
な
和
語
の
使
用
を
導
い
て
し
ま
い
冗
長
な
表
現
と
な
る
と
し
て
い
る
。

②
新
保
磐
次
『
日
本
普
通
文
如
何
』（
明
治
二
〇
年
）

基
に
す
る
文
体
が
現
時
の
「
漢
文
訳
読
体
」
で
あ
る
こ
と
と
平
易
な
用
語
の
使
用
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
こ
こ
で

示
さ
れ
た
改
良
点
の
多
く
は
、『
本
朝
文
範
』
が
教
材
化
に
際
し
て
行
っ
た
文
構
造
を
示
す
標
、
句
読
点
の
付
加
、
語
の
補
充
、
漢
字
表
記
等
の
工
夫
と
、
何
が
和
文
の

分
か
り
に
く
さ
な
の
か
と
い
う
問
題
発
見
に
お
い
て
通
じ
て
い
る
。

③
荻
野
由
之
『
和
文
ヲ
論
ズ
』（
明
治
二
〇
年
）・
関
根
正
直
『
國
語
ノ
本
體
幷
ヒ
ニ
其
價
直
』（
明
治
二
一
年
）

漢
語
や
洋
語
を
取
り
入
れ
な
が
ら
今
の
言
葉
を
使
っ
て
、

和
文
の
正
し
い
語
法
で
書
く
と
い
う
の
が
、
荻
野
や
関
根
の
新
し
い
和
文
基
盤
の
「
普
通
文
」。
古
文
と
の
決
別
が
、
そ
れ
ま
で
の
和
文
基
盤
の
「
普
通
文
」
運
動
（
稲

垣
の
教
科
書
編
纂
の
営
み
も
含
む
）
と
の
画
期
で
あ
る
。
和
文
の
漢
語
の
摂
取
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、『
本
朝
文
範
』
で
は
既
に
傍
注
の
方
法
で
和
語
の
漢
語
へ
の
翻

訳
を
行
っ
て
い
た
。
稲
垣
教
科
書
で
見
ら
れ
た
和
語
と
漢
語
と
の
橋
渡
し
の
工
夫
は
、
後
に
和
文
基
盤
の
「
普
通
文
」
で
漢
語
を
使
用
す
る
た
め
の
脈
絡
の
一
つ
と
言

え
る
。

新
し
い
時
代
の
複
雑
な
知
識
と
思
考
を
表
記
す
る
こ
と
が
希
求
さ
れ
る
社
会
文
化
状
況
が
、「
普
通
文
」
を
め
ぐ
る
活
発
な
言
論
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
稲
垣
『
本
朝
文
範
』

が
「
普
通
文
」
創
出
へ
と
つ
な
が
る
端
緒
を
内
包
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
要
素
が
認
め
ら
れ
る
一
方
、
模
範
と
す
る
文
体
そ
の
も
の
は
後
の
諸
論
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
社
会
文
化
状
況
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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（
２
）
研
究
主
題
に
つ
い
て
の
考
察
ま
と
め

明
治
に
な
っ
て
新
し
く
「
近
代
公
教
育
」
が
我
が
国
に
起
こ
り
、
国
民
が
普
く
通
じ
る
た
め
の
言
語
教
育
が
必
要
と
な
っ
た
。『
本
朝
文
範
』
を
初
め
と
す
る
国
語
教
科
書
が

教
育
内
容
と
し
て
盛
り
込
も
う
と
し
た
も
の
は
、
向
後
日
本
で
通
用
さ
せ
た
い
書
記
言
語
の
学
習
で
あ
っ
た
。『
本
朝
文
範
』
が
そ
の
基
盤
と
し
て
選
ん
だ
教
材
文
の
傾
向
に
つ

い
て
は
、
滑
川
道
夫
（
一
九
七
七
）
が
「
国
学
系
譜
」
と
言
う
よ
う
に
、
編
者
稲
垣
の
学
問
的
出
自
が
一
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
研
究
の
問
題
は
、
編
者
の
出
自
や
発
言
、
教

*1

材
の
出
典
傾
向
を
以
て
、
単
一
の
教
科
書
の
特
色
を
説
明
す
る
こ
と
に
は
な
い
。「
６

「
普
通
文
」
史
の
中
の
『
本
朝
文
範
』」
で
見
た
よ
う
に
、
近
代
の
言
語
文
化
教
育
史
に

お
い
て
「
普
通
文
」
は
折
々
に
試
み
ら
れ
様
々
な
様
態
と
し
て
立
ち
現
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
制
度
や
人
物
そ
し
て
教
科
書
等
の
個
々
の
テ
ク
ス
ト
を
単
独
の
話
題
（a

topic

）

と
し
て
取
り
上
げ
、
後
世
の
歴
史
の
結
果
か
ら
構
築
し
た
線
形
（linear

）
の
説
明
を
行
っ
た
の
で
は
、
試
行
錯
誤
さ
れ
た
実
際
の
営
為
を
と
ら
え
き
れ
ず
、
動
的
で
多
様
な
実
際

が
見
え
に
く
い
。
言
語
文
化
教
育
の
歴
史
は
、
競
合
的
な
動
き
が
共
時
的
に
存
在
し
た
、
複
合
的
な
状
況
の
も
の
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
言
語
文
化
教
育
史
の
こ
の
よ
う

な
有
り
様
を
と
ら
え
る
に
あ
た
っ
て
、
コ
セ
リ
ウ
の
次
の
指
摘
が
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。*2

し
た
が
っ
て
、
一
般
的
に
機
能
的
言
語
（
そ
れ
を
使
っ
て
話
す
こ
と
の
で
き
る
言
語
）
は
「
機
能
的
対
立
と
規
範
的
現
実
と
の
体
系
」
あ
る
い
は
ず
ば
り
、
体
系
と
軌
範

、
、

、
、

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
体
系
と
は
、
あ
る
共
同
体
の
中
で
「
理
解
さ
れ
る
」
話
す
行
為
の
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
の
体
系
、
す
な
わ
ち
「
広
狭
さ
ま
ざ
ま
な
幅
を
示
す

、
、

パ

ロ

ー

ル

座
標
の
体
系
で
あ
る
」。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
軌
範
と
は
、
特
定
社
会
、
特
定
文
化
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
義
務
的
実
現
の
体
系
」
で
あ
る
（

・

・

で
あ
き
ら
か

、
、

1

3

3

に
し
た
意
味
に
お
い
て
）。
つ
ま
り
軌
範
と
は
「
言
い
得
る
」
こ
と
で
は
な
く
、「
す
で
に
言
わ
れ
た
」
こ
と
や
、
あ
る
共
同
体
の
中
で
伝
統
的
に
「
言
わ
れ
て
い
る
」
も
の

を
指
す
。
体
系
は
、
一
言
語
の
実
現
の
理
念
上
の
諸
形
式
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
言
語
が
必
要
と
す
る
創
造
の
技
術
と
基
準
と
を
擁
し
て
い
る
の
に
対
し
、
軌
範
の
方
は
、
そ

、
、
、
、
、
、
、

の
技
術
を
用
い
、
基
準
に
従
っ
て
、
す
で
に
歴
史
的
に
実
現
さ
れ
た
見
本
〔
モ
デ
ル
〕
を
擁
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
体
系
は
言
語
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
そ
の
生
成

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

発
展
の
し
か
た
を
、
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
実
現
さ
れ
た
も
の
を
超
え
て
進
む
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
軌
範
は
伝
統
的
鋳
型
の
中
に
言
語
を
固
定
す

、
、

る
こ
と
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
如
何
な
る
瞬
間
に
お
い
て
も
、
軌
範
は
体
系
の
共
時
的
調
和
（
「
外
的
」
に
も
「
内
的
」
に
も
）
を
表
し

て
い
る
。

本
研
究
で
見
た
よ
う
に
、「
普
通
文
」
を
め
ぐ
る
「
共
時
的
調
和
」
と
し
て
の
「
規
範
」
追
求
の
中
で
、
教
育
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
実
践
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
一
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つ
が
、『
本
朝
文
範
』
を
始
め
と
す
る
教
科
書
作
成
な
の
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、『
本
朝
文
範
』
を
窓
と
し
て
、
個
々
の
事
象
間
の
関
連
性
（
継
承
と
変
容
）
や
共
時
的
な
競
合

の
動
き
を
取
り
立
て
る
こ
と
に
留
意
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
明
治
日
本
の
言
語
文
化
教
育
の
歴
史
に
、
こ
の
よ
う
な
「
可
能
性
の
体
系
」
と
し
て
の
言
語
を
め
ぐ
る
行
為
が
多
声

的
に
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
た
。

『
本
朝
文
範
』
に
お
い
て
向
後
日
本
で
通
用
さ
せ
た
い
文
と
い
う
書
記
言
語
が
ど
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
各
章
で
抽
出
し
た
。「
４
―
５

文
章
の

軌
範
」
の
節
で
は
、
文
章
の
軌
範
と
し
て
、「
ⅰ

和
文
の
正
し
い
言
葉
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
」
、「
ⅱ

趣
向
が
あ
る
こ
と
」、「
ⅲ

和
文
と
し
て
の
格
調
・
情
調
に
優
れ
る

こ
と
」
、「
ⅳ

書
き
様
に
真
情
が
表
れ
て
い
る
こ
と
」
の
四
点
を
析
出
し
た
。
こ
こ
に
は
、「
可
能
性
の
体
系
」
と
し
て
の
正
し
く
優
れ
た
理
想
的
な
文
章
の
イ
メ
ー
ジ
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。「
６

「
普
通
文
」
史
の
中
の
『
本
朝
文
範
』」
で
見
た
よ
う
に
、「
正
し
い
言
葉
遣
い
」
と
い
う
観
点
は
、
後
の
教
科
書
や
「
普
通
文
」
論
で
も
共
通
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、『
本
朝
文
範
』
の
場
合
は
、
さ
ら
に
趣
向
、
格
調
、
情
調
、
心
情
と
い
っ
た
高
度
な
ス
キ
ル
を
要
求
す
る
要
素
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
こ
ろ
に
、「
其
の
書
較
高
尚
に
し

て
固
よ
り
兒
童
の
輒
く
解
し
得
べ
き
に
非
る
」（
『
読
本
』
凡
例
）
と
い
う
問
題
点
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
教
育
制
度
の
草
創
期
で
制
度
に
よ
る
規
定
が
明
確
で
な
く
、「
普
通
文
」
の
形
も
見
え
て
い
な
い
萌
芽
期
に
、『
本
朝
文
範
』
編
集
で
可
能
だ
っ
た
の
は
、
前
近
代
の
言
語

文
化
を
基
盤
と
し
な
が
ら
文
章
学
的
な
試
み
を
加
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
章
学
的
試
み
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
漢
文
系
統
の
教
科
書
に
お
け
る
「
文
章
軌
範
式
漢
文

修
辞
法
」
を
基
に
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
近
世
に
お
い
て
漢
文
の
文
章
学
を
取
り
入
れ
た
和
文
の
文
章
学
が
現
象
し
て
お
り
、『
本
朝
文
範
』

*3

も
漢
文
系
統
の
教
科
書
に
示
唆
を
受
け
た
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
近
世
和
文
の
文
化
的
脈
絡
を
継
承
発
展
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
「
１
―
３

教
材
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
と
配

列
」
）
。「
文
章
学
」
と
い
う
語
彙
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
三
年
一
一
月
「
文
部
省
日
誌
」
に
島
根
県
伺
へ
の
文
部
省
の
指
令
中
「
和
漢
文
ハ
文
章
学
ヲ
指
シ
汎
ク
和
漢
学
ヲ
指
ス

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
儀
ト
可
心
得
事
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
文
章
学
」
は
、
文
章
に
つ
い
て
の
考
究
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。『
本
朝
文
範
』
に
お
け
る
文
章
学
的

試
み
の
一
つ
は
、
近
世
の
「
文
類
」
意
識
を
基
に
明
治
の
文
章
に
必
要
な
も
の
と
し
て
選
択
・
追
加
し
た
文
章
ジ
ャ
ン
ル
別
編
集
で
あ
っ
た
（
「
４
―
３

文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
即

し
た
要
語
」
）
。「
文
類
」
は
〝
旨
趣
の
標
〟
と
関
わ
っ
て
、
ジ
ャ
ン
ル
と
話
題
に
即
し
た
表
現
上
の
要
語
に
〝
旨
趣
の
標
〟
を
付
け
る
こ
と
で
、
用
向
き
に
応
じ
た
文
章
の
作
り

が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
文
章
学
的
試
み
の
二
つ
目
は
、「
３
―
１

文
章
理
解
の
た
め
の
「
標
」
の
工
夫
」
で
取
り
上
げ
た
各
種
標
に
よ
っ
て
文
章
の
仕
組
み
を
教
え
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。「
（
１
）
内
容
の
ま
と
ま
り
を
示
す
標
」
は
段
落
の
構
成
を
、「
（
２
）
表
現
の
構
造
を
示
す
標
」
は
文
構
造
を
、「
（
３
）
言
外
の
言
葉
を
補
う
標
」
は
文
脈
を
、

「（
４
）
表
現
の
要
と
な
る
語
句
を
示
す
標
」
は
表
現
の
仕
方
を
教
え
て
い
る
。
文
章
学
的
試
み
の
三
つ
目
は
、「
４
―
４

文
章
の
方
法
」
で
示
し
た
よ
う
に
、
近
世
の
「
文
話
」、

直
接
的
に
は
『
源
氏
物
語
評
釈
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
法
を
基
盤
と
し
て
、
明
治
の
文
章
に
必
要
な
も
の
と
し
て
選
択
・
追
加
し
た
文
章
法
解
説
を
掲
載
し
た
こ
と
で
あ
る
。『
本
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朝
文
範
』
に
お
け
る
文
章
学
は
近
世
の
も
の
を
基
盤
と
し
た
が
、
後
の
展
開
で
は
、
欧
米
か
ら
移
入
し
た
文
章
学
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
。
矢
野
龍
渓
は
、「
文
学
書
（
リ
テ

ラ
リ
イ
、
ウ
ォ
ル
ク
）」
と
「
普
通
書
（
ポ
ピ
ウ
ル
、
ウ
ォ
ル
ク
）」
と
区
別
し
、「
常
用
ノ
文
字
ヲ
節
減
シ
文
体
ヲ
定
メ
文
書
ノ
部
類
ヲ
分
チ
」
と
具
体
的
指
針
策
定
の
必
要
性

を
説
い
た
。*4

『
本
朝
文
範
』
は
既
存
の
近
世
の
言
語
文
化
を
使
っ
て
近
代
教
科
書
と
し
て
変
形
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
変
形
は
、
後
の
「
普
通
文
」
論
の
よ
う
に
新
し
い
文
体
を
直
接

に
生
み
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
本
研
究
で
は
、
教
科
書
編
集
に
あ
た
っ
て
学
習
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
既
存
の
和
文
の
通
じ
難
さ
へ
の
対
処
が
、
新
し
い
現
今

通
用
す
る
文
体
を
作
る
際
の
気
付
き
・
発
見
に
通
じ
て
い
る
と
考
え
た
。
変
化
の
兆
し
は
、
近
代
教
科
書
と
し
て
の
生
成
と
い
う
目
的
の
中
に
必
然
的
に
内
包
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

本
研
究
が
拓
く
展
望
は
、
言
語
文
化
教
育
史
と
リ
テ
ラ
シ
ー
形
成
史
の
二
つ
の
領
域
に
あ
る
。

前
者
は
、
時
代
状
況
の
中
で
言
語
文
化
の
形
成
に
教
育
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
を
拓
く
こ
と
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
近
代
国
家
形
成
の
時

代
状
況
の
中
で
、「
普
通
文
」
の
形
成
に
国
語
教
科
書
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
き
た
の
か
を
、『
本
朝
文
範
』
を
窓
に
検
討
し
た
。「
普
通
文
」
と
い
う
言
語
文
化
の
形

成
と
明
治
期
国
語
教
科
書
の
問
題
に
領
域
を
絞
っ
て
も
、
他
の
校
種
も
含
め
て
教
科
書
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
べ
き
こ
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
き

な
枠
組
み
で
言
え
ば
、
こ
の
問
題
を
追
求
す
る
こ
と
は
、「
国
民
国
家
」
の
形
成
に
教
育
（
教
科
書
）
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
を
検
討
す
る
材
料
を
提
供
す
る
は
ず

で
あ
る
。
近
代
資
本
主
義
の
資
源
と
し
て
の
人
民
、
そ
の
統
一
を
書
記
言
語
の
統
一
に
よ
っ
て
為
そ
う
と
す
る
動
き
が
「
普
通
文
」
形
成
で
あ
っ
た
と
い
う
観
点
か
ら
、「
普
通

文
」
を
め
ぐ
っ
て
教
科
書
に
働
い
た
力
を
国
民
国
家
形
成
の
問
題
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

後
者
は
、
学
習
主
体
の
近
代
リ
テ
ラ
シ
ー
の
形
成
に
教
科
書
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
を
拓
く
こ
と
で
あ
る
。『
本
朝
文
範
』
が
行
っ
た
文
類
意
識

や
文
体
意
識
、
古
文
の
通
じ
難
さ
へ
の
工
夫
は
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
の
か
、
学
習
者
の
わ
か
り
や
す
さ
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
た
の
か
、
こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
教
科
書

が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
問
題
か
ら
は
、
過
去
に
生
成
し
消
失
し
た
リ
テ
ラ
シ
ー
形
成
の
営
為
が
、
現
代
の
伝
統
的
言
語
文
化
の
学

習
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
得
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
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滑
川
道
夫
『
日
本
作
文
綴
方
教
育
史
１
〈
明
治
編
〉』
国
土
社
一
九
七
七
年
。
第
二
章
ｐ

～
ｐ

。
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コ
セ
リ
ウ
著
、
田
中
克
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言
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い
う
問
題
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時
態
，
通
時
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，
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史
―
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波
書
店
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二
〇
一
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年
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第
２
章

・

・

。
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1

3

山
根
安
太
郎
『
国
語
教
育
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究
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育
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』
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本
積
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館
、
一
九
六
六
年
。
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前
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『
日
本
文
体
文
字
新
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明
治
一
七
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か
ら
一
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年
八
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ま
で
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欧
米
外
遊
中
に
口
述
し
出
版
し
た
も
の
。
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